
社団法人 松 戸 法 人 会

第 34回 通常総会議案
日 時 i平成20年 5月22日 (木)午 後5時

場 所 :日本閣 南 相店

次  第

1 開 会のことば

2 会 長あいさつ

3 議 事録作成及び署名人選出

4 議  事

第 1号議案 平 成19年 度事業報告書承認の件

第 2号議案 平 成 19年 度収支決算書承認の件

監査報告

第 3号 議案 判 戎20年 度事業計画 (案)承 認の件

第 4号議案 平 成20年 度収支予算 (案)承 認の件

5 法 人会功労者表彰

6 来 賓祝辞

7 閉 会のことば

(午後3時 30分 ～年後5時 )

演 題 :激突政局!!「福田政権VS小 沢民主党」

講 師 :政治ジャーナリスト 末  延  吉  正 氏
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⑤271‐0076松 戸 市 岩 瀬 108
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第 1号 議案

平成19年度事業報告書
平成19年4月 1日から平成20年3月 31日まで

概  況

法人会にとっていよいよ今年の12月1日施行される公益法人制度改革に基づいて既定の方針どおり全での会が公益認定を目指
すことになるため 「公益目的事業比率J50%以 上 〈認定基準)を 確保するため 更 に公益性の高い事業展開が求められているの
が現状です。

平成19年度において公益性事業活動等は、O地 域社会との 「共生Jを 目指し松戸 流 山 鎌 ケ谷市で開催されます市民まつり
はもとより新松戸まつり 常 盤平 六 笑さくら祭りにおいて 「税金クイズJを 出題して一般市民を巻き込む 「税の啓発Jを 例年
どおり行いました。②特に 「税Jに 関する活動に軸足をおき租税教育推進協議会とも連携しながら 「落語家Jに よる 「組税教室J
を開催し 管 内の小学校4校を対象に税務当局の協力を得て実施し好評であることから 中 学校からも開催希望があり考慮して
いく方針です。③女性部会においては、女性の観点からの社会貢献活動の一環として、積み立てたチャリティー金を活用して鎌
ケ谷市消防署に新型コンピューター内蔵の 「心肺蘇生人形Jを 講習用に役立ててもらうため奇贈し 命 の尊さを訴え 3市 に1
体づつ行き渡りました。④税務 税 法を中心に研修会の開催強化に努め 「地域別研ltr会Jを 積極的に開催する中 「e Tax」の普
及推進に努め 「公益性Jを 高めるため 一 般市民にも広げた研修 証 演会を展開しました。
事業を充実させるため Tll務当局をはじめ 関 係友誼団体及び福利厚生命J度協力企業と密接な連携を図りおおむね事業計画書

どおりその目的を果たすことができました。

2 組  織
支部組織において紅触の筒業化と財政面の透明化を図る必要があることから 公 益目的事業を高めて留環金を持たないよう事

業計画を立て活動したが 一 部の支部が活動するのではなく、支部組織全体が活動するため組織の見直しをする必要があり、現
実の財政は依然厳しくますます減少することが予測されますので 活 性ある支部組織を構築して 財 政基盤を揺るぎないものに
するため 今 後も会員の退会防止に努めながら積極的な会員増強を展開していきたいと考えます。

今年度の会員増強結果については 昨 年同様一支部 6社 を目標として展開したところ な んとか最後の追い上げで千葉県達に
おいての達成率11469%と 鋼貫に輝くことができました。組織委員会において 姿 賀基準を検討し11社以上獲得の支部には特別
賞を設ける等 手 の層く目標数値を打ち出したのが好要因として考えられます。また 退 会数より入会数が多いことから、千葉
県連から 「年同会員増強Jに おいて 達 成率2077%と 金賞に輝くことができました。

3 主 な事業

に)平 成20年度の税常1改正については 役 員からの意見要望をとりまとめ 害 議検討した結果を県連を通じて要望し 全 法連の
総意として政策関連者等へ要望しました。

(2) 「社会貢献活動Jは 和税に重点をおき 管 内の小学校4校 を対象に 「落話家Jに よる租税教室を開催した中で 全 法連作成
の r税ってなんだ?Jを 配布して 「純税意識の向上Jに も寄与しました。
松戸市教育委員会からの企業訪問受け入れに協力して総合学習の一助を担いました。

0 新 設法人に対する税務講習会 7回 をはじめ 決 算期別税務議習会13田 税 務 経 理相款24回、年末調整説明会 1回  議 演会
7回  実 務者研修会13回、会員増強研修会5回 地 域別研修会lo回 「青法税会J合同研修会 1日 、新l13加入法人税務研修会 1
口を実施して 会 員の企業経営に有益な事業をPal催しました。

14)青 年 女 性部会は 県 連及び全法連の事業に呼応し 講 渡会 研 修会 県 外法人会との交流等 部 会活動の充実発展と親ぼ
くを図りました。

女性部会は 積 み立てたチャリティー金を活用して 採 ケ谷市消防署に 「ィい肺蘇生人形Jを 奇贈し 多 くの市民に役立つこ
とから 鎌 ケ谷市長より感謝状が贈呈されました。また、新しい企画として 「ひな祭リコンサートJを 開催し 地 域の音楽
家の演奏を楽しみました。

い)「 税を考える週間Jで は 松 戸言色申告会 千 葉県税理士会松戸支部との3会共催で松戸税務署 r署長講演Jを 開催し 一
般市民にもl子びかけて、PRに 寄与しました。

(6)広 報活動においては 「健全な経営 正 しい納税 社 会貢献Jを テーマに法人会会報を計画どおり6回 (No 189～194)発 行
しました。全会員には 年 4回 fほうじんJを 配布し有意義な情報を提供しました。看板関係においては 古 くなった四角搭
を修理して維持管理に努めました。

(7)常 盤平きくらまつり、六実桜まつり 鎌 ケ谷市民夏まつり 松 戸まつり 新 松戸まつりや流山まつりに法人会として参加し
て納税意識の向上、地域社会貢献に努めるとともに 「法人会Jの 知名度向上を図りました。

(8)「 所得税確定申告期Jに は 電 子申告 納 税システム (o Tax)での申告を呼びかけるとともに 「税のたより」を5千枚配
布にlP2カしました。

(9)福 利厚生制度を推進するため 「福利厚生推進協議会J「法人会親睦ゴルフ大会Jを 開催して企業及び経営者の保全の意義に
努めました。

l101 法人会成人病健診については 25年 目を迎えrl年どおり3会場13日間に渡って実施しました。

4 詳 細な事業活動報告

平成19年度の事業計画書に基づいて実施した詳細な実績は 別 記のとおりです。
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記

1 詰 会 議

0 ) 通常 総 会

1 4 ) 委 員  会

イ 総 務 委 員 会

(5)部   会

イ 手 年 部 会

年 月  日 会 議 の 内 容

5 24 第33回 通 常総会

年 月  日 会 議 の 内 容

10

11

3

3

13

21

第 2回  小 委員会

第 3回 研 修委員会

第4回  研 修委員会
の 理  事  会

年 月 日 会 議 の 内 容

4

8

2

16

27

12

第 1回  理 事会

第 2回  理 事会

第 l Enl 常任理事会

二 組 織 委 員 会

年 月  日 会 議 の 内 容

19

20

7

3

5

18

第 1回 組 織委員会

第2 回   ″
( 3 ) 正高け会 長 会

年 月  日 会 議 の 内 容

19 4

6

8

10

12

2

12

11

6

9

10

12

第 1田 正  冨J会長会

第 2 回    ″

第 3 回    〃

第 4 回    ″

第 5 回    ″

第 6 口    ″

ホ 広 報 委 員 会

年 月  日 会 議 の 内 容

19

20

6

8

10

12

1

9

6

8

2

4

8

25

第 1回 広 報委員会

第 2 回   〃

第3 回   ″

第4 回   ″

第 5 回   ″

第 6 回   ″

年 月  日 会 議 の 内 容

6

8

9

3

29

30

21

26

第 1回  総 務委員会

落語教室関係者打合せ

第 2回  総 務委員会

第 3 回    ″

へ 厚 生 委 員 会

年 月  日 会 議 の 内 容

19

2 0

6

3

15

19

第 1回 厚 生委員会

第2 回   ″

卜 組 織委員 9ブ ロック長会

年 月  日 会 議 の 内 容

19 1 1 第 1回  組 織委員 9ブ ロック長会議
口 税 制 委 員 会

年 月  日 会 議 の 内 容

19 5

10

11

11

12

3

7

22

24

第 1国 税 制委員会

第 2回  税 制委員会

統制改正要望陳惜 (松 戸 )

″    (流  山 )

″    (鎌 ケ谷)

第 3国  税 制委員会

年 月  日 会 議 の 内 容

4

6

7

9

2

3

3

3

19

23

20

4

21

27

27

第 1 回 路査会

第 1 回 役 員会

第27回 定 例総会

第 1回 顧 問 正  副 部会長会

第 2 田 役員会

第3 田  ″

第4 回   ″

第 2 回 監査 会

第 5 回 役員会

ハ 研 修 委 員 会

年 月 日 会 議 の 内 容

7

8

9

18

3

4

第 1回 研 修委員会

第 1四  小 委員会

第 2回  研 修委員会
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年 月  日 会 議 の 内 容

19

20

4

5

6

8

10

1

2

2

9

9

21

25

6

30

26

21

5

8

第 1 回 監査 会

第 1 回 役員 会

第32回 定 例総会

第 1回 正  副 部会長会

第 2 回 役員 会

第 1回 事 業委員会

第 3 回 役員 会

第 2回 正  目J部会長会

第4回 役 員会

第 2回 事 業委員会

ロ

(6)監

〈
〓

実務者研修部会

＾
云

(7)関 係民間団体長会

年 月  日 会 議 の 内 容

6

7

8

9

1 1

２

４

ｍ

ｌＯ

Ｄ

ｌ９

２４

９

掬

３

８

１

１

４

４

０

１

７

28

3

4

4

4

4

9

9

9

11

12

15

17

18

18

22

26

8

8

16

16

20

24

流山ブロック支部役員総会

明プロック支部長会

馬橋支者ほ役員会

小金東支部役員会

河原塚支部役員会

新松戸支部役員会

小金原支部役員会

鎌ケ谷ブロック支部長会

小金プロック支部長会

古ヶlS支部役員会

流山ブロック支部長会

明ブロック 「親睦ゴルフコンペJ

高塚支部役員会

中央第 1支部役員会

流山中部支部役員会

中央第 2支 部役員会

明第 2支部役員会

流山第2 北 部支部合同役員会

流山南部支部役員会

馬橋支部役員会

東部ブロック 「移動研修会J

八ヶ崎支部役員会

鷲盤平ブロック役員会

五看六実ブロック支部長会

鎌 道 野辺支部役員会

中央第 1支部役員会

新松戸支部役員会

小金原支部役員会

鎌 高初宮 北 部支部合同役員会

西馬橋支部役員会

中央第 3支部役員会

流山第 2 北 部支部合同役員会

松飛台支部役員会

高塚支部役員会

六実支部役員会

常盤平ブロック支部長会

小金ブロック支部長会

流山ブロック支部長会

明第2支部役員会

小金原支部役員会

流山南部支部役員会

年 月 日 会 議 の 内 容

5

9

3

14

14

19

第2 3 回 定 例 部 会

第 1 回 幹 事 会

第 2 回 幹 事 会

年 月 日 会 議 の 内 容

19 4 監  事  会

年 月  日 会 議 の 内 容

19

20

4

6

9

11

1

20

19

14

1

25

第 1回 関 係民間団体長会

第 2 回    ″

第 3 田    ″

第4 回     ″

第 5 日    ″

(8)支 部関係会議等

年 月 日 会 議 の 内 容

19 4

4

5

6

4

24

9

11

15

17

18

12

14

小金プロック支部長会

常盤平ブロック支部役員総会

五香六実ブロック支部役員総会

流山東部支部役員会

常盤平ブロック 「バス研修」

小金ブロック支部役員総会

流山ブロック支部長会

鎌ケ谷ブロック支部役員総会

五香六実ブロック 「バス研修」
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年 月  日 会 議 の 内 容

20

19 1 1

12

3

23

1

7

8

14

15

20

21

25

26

11

20

1

8

12

16

21

22

29

18

18

21

23

流出中部支部役員会

五香六実ブロック三役会

鎌ケ谷ブロック役員 「親嵯ゴルフコンペJ

小金ブロック 「年忘れ落話会J

中央第 1支部役員会

流山第 2 北 部支部合同役員会

常盤平ブロック役員会

流山東部支部役員会

西馬橋支部役員会

流山南部支部役員会

中央ブロック 「バス研修J

流山ブロック 「バス研修J

流山ブロック支部長会

小金東支部役員会

流山東部支部役員会

流山第 2 北 部支部合同役員会

明第 2支 部役員会

松飛台支部役員会

中央第 2支 部総代会

馬橋支部役員会

流山第 2 北 部支部合同役員会

松飛台支部役員会

中央第 2支 部役員会

年 月  日 会 議 の 内 容

19 9

1 1

12

2

3

12

19

21

4

11

23

2

4

7

21

26

27

23

4

14

18

育連協 第 2回 常任理事会

第 2回  総 務委員会

第 1回 研 修委員会

第 2回  税 制委員会

第 2回  理 事会及び東京国税局と連絡協議会

第 1回 広 報委員会

第 2回  事 務局長会議

第 2回  組 織委員会

女連協 第 2日  常 任理事会

第 3回  事 務局長会議

第 3回  組 織委員会

第 3回  総 務委員会

第 2田 研 修委員会

第 3国 税 制委員会

第4回  事 務局長会議

第 3 回 理事 会

2 式  典

年 月  日 式 典 の 種 類

19

20

5

11

1

24

15

18

第33回 通 常絡会

納税表彰式

平成20年貿詞交歓会 会 員増強表彰式

(9)そ の他の会議

年 月  日 会 議 の 内 容

19 12 7 県北会長 事 務局長会議

3 事  業

“)新 FTR法人の税務講習会

10 県 ttE関連会議

年 月  日 会 議 の 内 容

19

8

23

5

5

7

22

3

21

21

青連協 第 1日 常任理事会

第 1回 総 務委員会

女連協 第 1日 常任理事会

第 1 回 理事 会

第28口 通 常絡会 役 員大会

青連協 第 1日 理事会

女連協 第 1回 理事会

第 1回 税 制委員会

第 1回 事 務局長会議

第 1回 組 織委員会

第 1回 厚 生委員会

福利厚生制度厚生委員長連絡協議会

年 月  日 事業の内容 年 月  日 事業の内容

4

5

7

9

20

23

27

27

新設法人の税務講習会 19

20

1 1

1

3

22

24

27

新設法人の税務譲習会

0 決 算期別法人の税務講習会

年 月 日 事業の内容 年 月  日 事業の内容

4

5

6

7

8

9

10

20

23

8

27

23

27

25

棋算期別法人の税務講習会 1 1

12

1

2

3

22

7

24

19

27

28

決算期別法人り税務穣留会
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(3)税 務 経 埋相該

年 月  日 事業の内容 年 月  日 事業の内容

19 6

20

11

18

1

15

6

20

3

17

7

21

税務経理相談 19

20

10

11

12

1

2

3

5

19

2

16

7

21

11

18

1

15

7

21

税務経理相談

年 月  日 行 事  名 講 演 内 容

19

5

実務者研修部会

第23日定例部会

「部会記念識演会J

「法人会に思うことJ

松戸法人会副会長

加藤 栄  氏

題

師

演

識

21

女性部会

第32回定例総会

「総会記念講演会J

演題 i「来福オベラ講演で

みんな元気 !」

講師 ,オベラ ナ ビゲーター

ウーロン亭ちゃ太郎 氏

9
青年部会

「9月例会 講演会J

演題 「資産運舟と税金J

講師 :税理士

待山 克 典 氏

1 1

13
青法統会共催

「署長講演会J

演題 |「税務行政よもやま話J

読師 1松戸税務署長

平津 甲 二 氏

青年部会 女性部会

「合同誘演会J

演題 !「生き方雑記帳J

講師 !直木賞作家

山本 一 カ氏

1
青年部会

「新春護演会J

誘師 :晰 家

三trt亭
 金 太郎 師匠

14)年 末調整説明会

年 月  日 事 業 の 内 容

19 1 1 6 平成19年分の年末調整事務等説明会

(5)「 税の啓蒙J「税を考える週間J行 事

年 月  日 行事名 主 な内容

19 4

7

8

9

19

11

技

8

21

22

25

1

2

6

7

3

常盤平さくらまつりで「税金クイズJ出 題

六実桜まつりで「税金クイズJ出 題

新松戸まつりで「税金クイズ」出題

鎌ケ谷市民夏まつりで「税金クイズJ出 題

小金宿まつりで 「税を考える週間」PR

松戸まつりで 「税を考える週間J PR、 lTR金クイズJ出題

流山市民まつりで ,現を考える週間〕PR、 1税金クイ殉 出題

(7)研 修会関係

年 月  日 研 修  名 事 業 の 内 容

19 4

「地域別研修会J

常盤平ブロック

五香六実ブロック

小金プロック

流山プロック

演題 :「税制改正についてJ

講師 !松戸税務署法人課税

第 1部 門審理上府

萩原  学 氏
5 9

17

6

9 ７

１４

２０

２５

究

「会員増強研修会J

流山ブロック

中央 明ブロック

鎌ケ谷ブロック

馬橋 J 金ヽブロック

東部 常盤平

五番六実ブロック

「税制改正についてJ

(法人税関係の概要)
「o TsNについてJ

松戸税務署法人課税

第 1部 門審理上席

木村 和 久 氏

講師

10

法人税申告書

作 成 講 座

講師 1松戸税務署法人課税

第 1部 門客理官

手鳴 浩 明 氏

第 1回 「法人税申告書作成議座J

第 2回 「法人税申告書作成講座J

1 1

「合同研修会J

青法税会共催

演題 :「相統税申告の基礎J

講師 :松戸税務署副署長

糸山  徹 氏

「個別相談会J

1 6 )講  演  会

年 月  日 行 事  名 議 演 内 容

10 4 4

経営者のための

「労働安全衛生

セミナーJ

演題 !い 業を顕う使用者責任
―適切な過重労働 過 労死

メンタルヘルス対策とはJ

識師 iAIU保 険会社

A&H東 日本統括部長

大澤 貫 行 氏
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年 月  日 研 修  名 事 業 の 内 容

10 2

29

「落語 租税敦室J

東部小学校(松戸)

道野辺小学校(鎌ケ谷)

流山小学校価山)

東深井小学校(流山)

証師 i噺 家

金原亭 世 之介 師匠

講師 !噺 家

三遊亭 金 太郎 師匠1 1

1

1 25
青年部会
「1月例会研修会J

演題 |「小金の町と私」

講師 !松戸法人会長

丸山 佳 延 氏

2 26
新規加入

法人研修会

「新規加入法人税務講習会J

講師 ,松戸税務署法人課税

第 1部F用箸理官

手鳴 浩 明氏

講師 !松戸税務署法人課税

第 2部門害壊官

杉本真由美氏

2

「地域別研修会J

流山ブロック

醸ケ谷ブロック

東部 常盤平

五香六実ブロック

中央 明プロック

馬橋 イヽ金ブロック

「税制改正についてJ
―知って得する改正点のポイントー

松戸税務署法人課税

第 1部 門審理上席

木村 不田久 氏

3

(9)部会議習会隼

イ 青  年  部  会

年 月  日 事 業 の 内 容

19

20

‐Ｏ
　
　
　
Ｈ
　
　
　
‐２
　
‐
　
３

16

19

5

6

20

9

12

28

5

24

9

22

17

2 5

2 6

2 8

県法遵 青 連協第 1回 常 在理事会

第27回 定 例総会

県法連 青 年 女 性連協理事会及び合同講演会

中国視察研修旅行反省会

青年部会 役 員懇親会

鎌ケ谷ブロック 「親建ゴルフ大会J

県法遵 青遵協 第 2回 常 任理事会及び親睦ゴルフ

青年部会 9月 例会 「講演会J

青年部会  「ソフトボール大会J

県法連 言 連協 「親睦ゴルフ大会J

全法連 第 21回 全 国青年の集い 部 会長サミット

青年部会 女 性部会 「合同誘演会」

松戸ブロック懇親会

賀詞交歓会及び識演会

流山ブロック懇親会

県法連 育進縮 第 6回 法人会青年部会千葉サミット

( 8 ) 広報 関 係

年 月  日 名 称

19

20

4

S

3

1

31

①新設法人の入会案内

②松戸法人会会員の章

③新会員の紹介

O松 戸法人会会員シール

⑤ボームページによる情報提供

⑥野立看板

19

20

5

7

9

11

1

3

1

15

1

1

1

1

会報第 189号 刊行

会報第 190号 刊行

会報第 191号 刊行

会報第 192号 干1行

会報第 193号 刊行

会報第 194号 Tl行

7

8

12

9

18

25

16

松戸駅西ロデッキ上提fr協質

松戸宿坂川献灯まつり

坂)町清流灯篭まつり

サマーナイトウォーク協賛

YOSAKOIか まがや後緩

松戸駅西ロデッキ上広告協賛

口 女 性 部 会

年 月  日 事 業 の 内 容

19 4

5

6

10

11

12

2

3

5

26

21

5

15

22

12

7

19

3

全法連 法 大会全国女性フォーラム

県法達 女 連協 第 1日  常 に理事会

第32回 定 例総会

県送速 青 年 女 性連協理事会及び合同講演会

女性部会  「 バス研修旅行」

青年部会 女 性部会 「合同講演会J

忘年懇親会&ジ ャズの夜

県法連 女 連協 第 2回  常 任理事会

心肺蘇生人形贈呈式 (鎌ケ谷)

女性部会  「 ひな奈 リコンサー ト」

ハ 実 務者研修部会

年 月  日 事 業 の 内 容

4

講師 :松戸税務署法人課税第 2部 門審理宮

杉本真由美氏

実務者研修会  「 新任者研修J

実務者研修会   「 基礎コースJ

第 1回  給 与所得 退 職所得 配 当所得

第 2回  e Tax報 酬料金 海外取引等の源泉税

5 22

29
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年 月  日 事 業 の 内 容

19

20

9 10

18

講師 !松戸税務署法人課税第 1部 門調査官

南方 洋 志 氏

実務者研修会   「 消費税 基礎コースJ

第 1回  消 費税の概要

第 2回  消 費税の課否判定と申告書作成

10 19

19

講師 ,松戸税務署法人課税第2音岬日審理官

杉本真由美氏

実務者研修会  第 1回 「年末調整実統コース」(新r■tl

′   第 2回    ″

年末調整事務説明会11 6

12

1

2

3

6

15

24

6

3

証師 1松戸税務署法人課税第 1部 門害理官

手鳴 浩 明 氏

講ttn l松戸税務署法人課税第 2部 門審埋官

杉本真由美 氏

講師 :松戸市役所市民税課課長縮佐

川村 敏 治 氏

講師 :社会保険労務士

櫻井 好 実 氏

実務者研修会   「 応用コースJ

第 1日  地 方税 〈住民税)

再年末調整と給与所得者のFE定申告

第 2回  は じめてのo Tax(電子申告)

第 3回  社 会保険 年金給付 雇用保険と労災

第 4回  法 人税① 〈交際賞、減価償却)

第5回 法人税② (役員結与)

d ' そ の 他 の 事 業

年 月  日 事 業 の 内 容

20

7

8

9

1

９

２

２７

‐９

８

１８

福利厚生制度 「松戸法人会親確ゴルフコンペJ

松戸税務署職員との 「意見交換会J

福利厚生制度推進連絡協議会

アメリカンファミリィー 「会員増強推進会議J

年  賀

会員増強功労者表彰及び賀詞交歓会

d)関 係団体参加事業

年 月  日 事 業 の 内 容

１‐

加

５

姥

１４

抑

Ｇ

７

７

■

１８

２２

第34回松戸まつり 第 1回実行委員会

松戸青色申告会平成19年度通常総会

千葉県税理士会松戸支部第51回定期総会

松戸間税会第39回通常総会

第34口松戸まつり 第 2回実行委員会

松戸 流 山 鎌 ケ容租税教育推進協議会

第34回松戸まつり 第 3回実行委員会

松戸商工会議所 「新春のつどV判

鎌ケ谷商二会 「賀詞交歓会」

千葉県税理士会松戸支部 「賀詞交歓会J

松戸青色申告会 「賀詞交歓会J

離ケ容高二会新春親睦ゴルフ大会

l l e l 成人 病 健 診

年 月  日 事業の内容 年 月  日 事業の内容

19 ９

　

　

　

　

　

　

　

　

２

　

　

　

ハじ

10

11

12

13

28

29

3

成人病健診 20 3 4

6

7

8

10

12

成人病健診

ll l 県連関連参加事業

年 月 日 事 業 の 内 容

19 5

6

8

9

10

11

1

3

28

5

19

21

3

24

21

24

1

4

7

2 8

第28回 通 常総会 役 員大会

青年 女 性連協合同請演会

大型保障制r_F推進会議

福利厚生制度厚生委員長連絡協議会

第12回 チ ャリティーゴルフ大会

言連続  「親睦ゴルフ大会J

東京国税局管内法人会役FE・員合同研修会

費詞交歓会及び新春識演会

第 3回 千 葉県下事務局職員交流会

第12回 税 制セミナー

福島県法人会連合会視察研修

第 6回 法 人会青年部会千葉サミット

0 ) 社 会 貢 献 事 業

年 月  日 事 業 の 内 容

20

19 １０
　
　
　
Ｈ
　
ｌ
　
２

2

29

20

25

19

松戸法人会 「落請犯税教室J(松 戸)

松戸法人会 「落語和税教室J(鎌 ケ谷)

松戸法人会 「落語組税教室J〈流山)

松戸法人会 「落語It税教宮J〈流山)

女性部会 心肺蘇生人形贈呈 (鎌ケ谷)

「税ってなんだ?Jマ ンガ本配布

l151 全法連関連参加事業

年 月  日 事 業 の 内 容

19

20

４

　

９

　

　

　

１１

　

　

　

１

　

２

　

３

5

27

27

9

28

16

13

6

法人会全国女性フォーラム

第24回 法 人会全国大会

税常1改正要望大会

第21回 全 国青年の集い 都 会長サミット

法人会活動セミナー

賀詞交歓会及び新春講演会

平成20年 税 制委員セミナー

第25回 事 務局セミナー

- 8 -



第 2号穀案

貸借対照表総括表
平成20年3月 31日現在

(単位 :円)

科 日 一 般 会 計 収益事業特別会計 計
I 資 産の部

1 流 動資産

現金

普通預金

定期預金

末収会費

支部活動黄前払金

青年 女 性部会活動費前払金

流動資産合計

51464

9265603

9200000

27600

5223507

2036114

25804288

857300

857300

51464

10122903

9 20o ollo

2760o

5223507

2036114

26661588
2 回定資産

(1)基本財産

建物

建物付属設備

建物取付具脩品

定期預金

減価偵却引当資産

基本財産合計

(2)特定資産

社会貢献引当資産

周年行事引当資産

減価償却引当資産

退職給付引当資産

事業所建設引当資産

支部活動引当資産

特定資産合計

(3)そ の他の回定資産

↑器備品

車両運搬具

電話加入権

惜地権

その他の固定資産合計

画定資産合計

32342189

2265592

6001

15 000 ooo

21700000

71313782

1000000

2 000 0oo

2300000

000000o

6000000

2 20o ooo

22500000

2019334

75525

173100

8500000

10767959

104381741

32342189

2265592

6 0ol

15000000

21 700 ooo

71313782

1 000 ooo

2000000

2 3oo ooo

900000o

6 ooo ooo

2 2oll ooo

22 500 ooo

2019334

75525

17310o

8500000

10767959

104581741
資産合計 130386029 357300 131243329

I 負 債の部

1 流 Ewj負憤

預り登

源泉所得税

雇用保険

法人税等引当金

流動負債合計

140401

100807

2412o3

857300

857300

140401

100807

857300

1098508
2 固 定負債

引当金

退職給ll引当金

固定負偵合計

9000000

9 ooo ooo 0

9000000

9000000
負債合計 9241208 857300 10098508

I 正 味財産の部

正味財産 121 144821 0 121 144821
(うち基本財産への充当額)

〈うち特定資産への充当額)
〈713 1 3 7 8 2 )

(22 500 ooo)
負償及び正味財産合計 131 243329
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科 目
一 般 会 計 収益事業特別会計 内部取引消去 合   計

1 経 官増減の部

【経常収益】

(1)基 本財産運用益

基本財産利息収入 25322 25322

(2)特 定資産運用益

特定資産利息収入 99183 99183

(3)受 取会費
一般会費収入 36335700 36835700

青年 女 性部会会費収入 1575000 1575000

特別会費収入 1975034 1975034

計 40385734 40385734

(4)事 業収益

話習 研 修会費収入 2713000 27131100

支部事業収入 112600 112,600

成人病健診受託収入 1701 190 1)701 190

事務委託収入 240000 240000

計 2825600 1941 100 4766790

(5)受 取補助金

全法連補助金収入 4483500 4483500

県連補助金収入 1080000 1080000

計 5563500 5563500

〈6)推 進費収益

全法連推進費収入 10150600 10150690

表彰費収入 100,000 100000

計 10250600 10250600

(7)雑 収入

受取利息 63976 63976

雑収入 2035396 12430 2047826

計 2099372 12430 2111802

〈3)線 入金収入

繰入金収入 2470381 △ 2470381

【経常収益計】 53469092 12204220 Zヽ2470381 63202931

【経常費用〕

(1) 事業費

講習 研 修会貴 4761577 4781577

講演会 指 導費 1435000 1435000

社会貢献活動費 552897 552897

会場費 30756 7214 37970

広報費 1297204 304283 1601487

テキスト等仕入費 460497 108918 568515

会報発行費 5254975 5254975

会員増強推進黄 384124 384124

組織強化費 541467 127011 66S478

支部活動貴 5702002 1337525 7039607

青年 女 性者F会活動費 6045015 1417967 7462982

実務者研修部会活動費 123331 28929 152260

ブロック事業活all費 648000 152000 8001100

県連会費 658120 658120

調査研究費 661 184 155092 816276

平成19年度正味財産増減計算書縮括表

〈平成19年4月 1日～平成20年3月 31日) (単位 ,円)
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科 日
一

般 会 計 収益事業特別会計 内部取引消去 合 計

負担金 103576 103576

渉外資 2754 3400

慶弔費 319132 74858 393990

表彰資 767485 767ユ85

委託費支出 437231 102560 539791

計 30186407 3816103 34002510

(2)会議貴

総会資 747709 175388 923097

役員会賞 222590 b2212 274802

委員会 部 会費 223324 52385 275799

計 1 193623 279985 1473608

(3)管理黄

給料手当 12009141 3028070 15937211

退職給付費用 1000000 1000000

法定福利費 1942402 455625 2398027

福利厚生費 108325 25410 133735

旅費交通費 272565 63935 336500

通信運搬費 1 110966 260597 1371563

減価償却費 2247784 2247734

l■器備品費 21943 5147 27090

リース料 305585 71680 377265

消耗品貢 131315 30920 162735

修結費 203837 47314 251651

印刷製本賞 1 103044 258739 1361783

燃料費 83816 19660 193476

光熱水道費 378609 467418

地代 826 2oo 193800 10211000

会館維持管理貴 523344 122760 646104

保険料 110622 25948 136570

租税公課 241947 56753 298700

支払手数料 72568 17022 89590

新聞図書費 33089 7762 40851

計 23627602 4780451 28408053

(4)法人統等引当支出

法人税等引当支出 857300 857300

(5)繰入金支出

擦入金支出 2470381 Zヽ2470381

【経常費用計〕 55007632 122o4220 △ 2470381 64741471

【当期経常増減計】 △ 1538540 0 Zヽ1538540

2 経 常外増減の部

【経常外収益〕

〔経常外収益計】 0 0 0

【経常外費用】

固定資産除却損

建物取付真 備 品除却損 7500 7500

〔経常外費用計】 7500 7500

【当期経常外増減額】 △ 7500 0 △ 750o

【当期一般正味財産増減額】 △ 1546040

【一般正味財産期首残高】 122690861

【一般正味財産期末残高〕 121 144821

I 正 味財産期末残高 121144821
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第 34回 議案書 注 記事項

重要な会計方針

ll)回 定資産の減価償却について

定練法による減価償却を実施している。

(2)資 金の範囲について

資金の価囲には 現 金頂金のほか末収会費 末 収金 前 払金 支 1に活Fj費前払金

青年 女 性部会活動費前払金 預 り金 未 払金 前 受金および法人税等引当金を含めている。

退職給与引当金

職員の退脱金の支出に備えるため 期 末における要支給額を計上している。

基本財産の増減及びその残高は、次のとおりである。

科  目 前期末残高 当期増加額 当期減少練 当期末残高

定 期 預 金 15000000 15000000

建 物 33778243 1436054 32342189

建 物 付 属 設 備 2485840 220248 2265592

建物取付具備 品 15000 8999

減価償却引当預金 21700000 21700000

合計 (基本金) 72979083 1665301 71313732

4 次 期線越収支差額の内容rよ次のとおりである。

オ1 目 前期末残高 当期末残高

現 金 223880 51464

並
ｏ 通 頚 金 10627279 10122903

定 期 預 金 9200000 9200000

未 収 費 27600

末 J又 金 0 0

日, 払 金 0 0

支 部 活 動 費 前 払 金 7894 105 5223507

青年 女 性部会活動資前払金 3238706 2036114

流動資産合計 31 189970 26661 588

預 り 金 254634 241208

末 払 金 0 0

日" 受 登 0 0

法 人 税 等 引 当 金 881500 857300

流動負債合計 1 136134 1098508

次期繰超収支差額 30053836 25563080

5 固 定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおけである。

科  目 取得価格 減価償却累計額 当期末残高

建 物 59096900 26754711 32342189

建物付属設備 3220000 954408 2265592

建物取付具備品 150000 143999

lH 器  備  品 7725957 5705723 2019334

車 両 運 搬 具 600000 524475 75525

電 話 加 入 権 173100 0 173100

倍  地   権 8500000 0 8500000
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科 日 予 算  額 決 算  額 差 具
一 般 会 計

コX 企 = 茉
特 別 会 討 内部取91消去 備  考

I 事 業活動収支の部
1 事 業者助収入

(1)基 本財産運用収入

基本財産利息収入 4000 25322 △ 21322 25322

(2)特 定資産運用収入

特定資産利富収入 13000 99183 △ 86133 99183
(3)会 賞収入

一般会賞収入 37000000 36838700 164300 36835700

青年 女 性部会会費収入 1476000 1575000 △ 99 ooo 1575000

特別会貴収入 2 800 ooo 1975034 824966 1975034

計 41 27600o 40385734 890266 40335734

(4)事 業収入

講習 研 修会貸収入 3000000 2713000 287000 2 713 0oo

支部事業収入 150000 112600 37400 112600

成人病健診受託収入 1800000 1701 190 98810 170119o
事務委託収入 240000 240000 0 24000o

計 5 190 ooo 4766790 423210 2825000 1941 190
(5)補 助金収入

全法連補助金収入 4483500 4483500 9 4483500

県連補助金収入 1 000000 1000000 0 1 030 0oo

計 5563500 5563500 0 5563500
(6)推 進責収入

全法連推進費収入 10150600 10150600 0 10150600
表彰費収入 100 ooo 100000 0 10000o

=「 10250600 10250600 0 0 1025060o
(7)雑 収入

受取利息 20000 63976 △ 43976 63976
雑収入 1000000 2047826 △ 1047826 2035396 12430

計 1020000 2111802 △ 1091802 2099372 12430
〈8)繰 入金収入

繰入金収入 0 0 0 2470381 △ 2470381
【事業活動収入計〕 63317100 63202931 114 169 53469092 12204220 △ 2470381

2 事 業活動支出
収益技分比率

一般会計

81%

特別会計

19%

〈1)事 業賞

講習 研 修会費 5 000 ooo 4761577 238423 4761577

講演会 指 導費 2 500 ooo 1435000 1065000 143500o

社会貢献活動費 100000o 552897 447103 552897
会場費 100000 37970 62030 30756 7214
広報費 2000000 1601487 398513 1297204 304283
テキス ト等仕入費 800000 568515 231485 46o497 108018
会報発行費 6 00o ooo 5254975 745025 5254975
会員増強推進資 700000 384124 315876 384124

組織強化費 900000 668478 231522 541467 127011
支部活動費 8000000 7039607 960393 5702082 1337525
青年 女 性旨F会活動資 8500000 7462982 1037018 6o45015 1417967
実務者研修部会活動費 400000 152260 247740 123331 28929
ブロック事業活動費 900000 800000 100 0oo 648000 152000
県連会費 658120 658120 0 658120

調査研究費 1000000 816276 183724 661 184 155092
負担金 150000 103576 46424 103576

渉外資 50 0oo 3400 46600 2754 646
慶弔費 400000 39399o 6010 319132 74858
表彰費 1 00o ooo 767485 232515 767485

委託費支出 60o ooo 539791 60209 437231 102560
H l 40658120 340o2510 6 6 5 5位0 1 301864o7 3816103

平成19年度収支計算書総括表
(平成19年4月 1日～平成20年3月 31日)

(単位 :円 )
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科 日 予 算  額 決 算  須 差 具
一 般 会 計

収 益 事 業
特 別 会 計 内部取,い肖去 備  考

(2)会 議費

結会貴 1300000 923097 376903 747709 175388

役員会費 500000 274802 225198 222590 52212

委員会 部 会費 300000 275709 24291 223324 52385

計 2100000 1473608 626392 1 193623 279385

(3)管 理費

給料手当 16000000 15937211 62789 12909141 3028070

法定福利貴 2500000 2398027 101973 1942402 455025

福利厚生資 200000 133735 661265 103325 25410

旅費交通費 700000 336500 363500 272565 63935

通信運搬費 1500000 1371563 128437 1 110966 260597

件器備品寓 100000 27090 72910 21943 5147

リース料 450000 377265 72735 305505 71680

消耗品費 300000 162735 137265 131315 30920

修結費 300000 251651 48349 203837 47814

印品1製本資 1500000 1361783 138217 1 103044 258739

燃料費 200000 103476 96524 83816 19660

光熱水道費 500000 467418 32582 378609 88809

地代 1020000 1020000 9 826200 193800

会館維持管理費 700000 646104 53896 523344 122760

保険料 200000 136570 63430 110622 25948

和税公課 5001100 298700 201300 241947 56753

支払手数料 100000 89590 10 410 72568 171122

新聞図書黄 59000 40851 9149 33089 7762

計 26820000 25 160269 1659731 20379818 4780451

(4)法 人税等引当支出

法人税年引当支出 0 857300 △ 857300 857300

(5)繰 入金支出

裸入金支出 0 0 0 2470381 △ 2470381

〔事業活動支出計〕 69578120 61493687 8084433 51759848 12204220 △ 2470381

【事業活動収支差額】 △ 6261020 1709244 △ 7970264 1709244 0

I 投 資活動収支の部

1 技 資活動収入

【投資活動収入計} 0 0 0 0

2 投 資活Ij支出

特定資艦取得支出

周年行事引当資産取得支出 1000000 1000000 0 1000000

減価償却引当資産取得支出 1000000 1000000 0 1000000

退職給付1当 資産取得支出 1000000 1000000 0 1000000

事業所建設引当資産取得支出 1000000 1000000 0 1 0oO ooo

支部活動引当資産取得支出 2200000 2200000 0 2200000

【投資活動支出計】 6200000 6200000 0 6200000

【投資活動収支差額】 △ 6200000 △ 6200000 0 △ 6200000

亜 予 備費支出

予備費支出 1000000 0 1000000 0

当期収支差額 △ 13461020 △ 4490756 △ 8970264 △ 4499756 0

前期繰越収支差額 30053836 30053836 0 30053836 0

次期繰越収支差額 16592816 25533080 △ 8970264 23863000 0
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産 目  録

平成20年 3月 31日現在
(単位 :円)

科 目 額金

I 資 産の部
1流 動資産

現金    現 金手持有高
普通預金  千 葉銀行松戸支店

千葉興業銀行松戸支店
三井住友銀行松戸支店
三菱東京UFl銀行松戸西日支店 (日,東京三菱銀行松戸支店)
三菱東京UFl銀行松戸支店 〈旧 :UFJ銀 行松戸支店)
みずほ銀行松戸支店
京葉銀行松戸支店

東京ベイ信用金庫松戸支店
東京東信金ときわ平支店
関東つくば銀行松戸支店
支部活動費前払金

青年 女 性部会活動貴前払金

普通預金合計
定期預金  千 養銀行松戸支店以下 6行
未収会東 (平成19年度会費未収分)

流動資産合計
2回 定資産

(1)基 本財産

建物        松 戸市岩級108番地所在 延 床面積28882ポ
建物付属設備   冷 暖房設備
建物取付具 備 品  松 戸法人会館取付芳名板
定期預金等    千 葉銀行松戸支店以下 7行
減価償却引当資産  千 葉銀行松戸支店以下 10行

基本財産合計
(2)特定資産

社会貢献引当資産 てみずほ銀行松戸支店)
周年行事引当資産 (千葉興業銀行松戸支店以下 3行 )
減価償却引当資産 (三菱東京UFl銀行松戸西日支店以下4行 )
遅職給付引当資産 〈千葉銀行松戸支店以下4行 )
事業所建設引当資産 (キ養銀行松戸支店以下4行)
支部活動引当資産

特定資産合計
(3)そ の他の回定資産

■器備品   更 水ロッカー以下223点

車両運搬具

電話加入権  3本

倍地権

その他の日定資産合計
画定資産合計

_               資 産合計

51464

5471667

397571

836529

242092

454169

171203

740917

498591

491347

318817

5223,507

2036114

17382524

9200000

27600

26661588

32342189

2265592

6001

15 000 0oo

21700000

71313782

1 00o ooo

200000o

2300000

9000000

6000000

2 2oo ooo

22500000

2019334

75525

17310o

8500000

10767959

104581741

131243329
I 負 債の部                   ~

1 流 動負債  預 り金  源 泉所得税

雇用保険

擦り金合Hl
法人税等引当金 (法人税 住 民税)

流動負債合計
2 固 定負債  引 当金  退 職絡付引当金

引当金合計

団定負慣合計

負償合計

140401

100807

241298

857300

1098508

9000000

9 000 ooo

9000000

10098508
址 止 味財産 の部

正味財産 121 144821
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平成20年度事業計画書 (案)
(平成20年 4月 1日 から平成21年 3月 31日まで)

法人会は

よき経営者をめざすものの団体として

会員の積極的な自己啓発を支援し

納税意識の向上と

企業経営および社会の

健全な発展に貢献します

第 3号議案

法大会の基本的指針

キャッチフレーズ

めざします

企業の繁栄と社会への貢献

事業活動基本方針

1 組 織の強化

健全な納税者団体として、事業の公益性を高め財政基盤の充実のため会員増強運動を推進する等、組織の拡大強化を
図る。

2 和 税負担の合理化

適正 公 平な税制と租税負担の合理化を図るため 全 国法人会総連合を通じて国会及び政府並びに政党に対し強力な
要望を行い、その実現を期する。

3 税 務行政への協力

税務当局との相互信頼を保持しつつ、税務行政の円滑な運営に協力し、もって申告納税制度の発展に寄与する。
4 電 子申告 納 税システムの利用促進

租税負担の合理化を図り 自 主申告体制を確立するため、電子申告 納 税システム (o‐Tax)の 利用促進に努める。
5 企 業経営の健全化

経営の合理化 生 産性の向上を図り 企 業の健全な発展を期するため経営、経理 労 務に関する研究指導を行う。

重 点  施  策

1 税 務行政に関する協力
2 会 員の増強 組 織の強化

3 財 政基盤の強化

4 広 報活動の充実

5 研 修活動の充実

6 税 制改正要望の実現
7 地 域社会への買献

よき経営者の指針

① 経営者としての責務を果たすため自己研鎮に努める

② 企業の健全な維持発展を図る

③ 従業員が安心して働けるよう職場環境を整える

④ 従業員教育と後維者育成に努める

⑤ 良質の製品、商品、サービスを通じて社会に寄与する

⑤ 適正な納税を通じて社会に寄与する

〇 地域の一員として社会の発展に寄与する
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主な事業計画

(0 組 織の強化

① 全 法連 県 連に呼応し 会 員増強運動を積極的に展開して加入率50%を回復するように努める。

② 支 部組織の活発化を図るため支部役員を増員し、会員の声を吸収しつつ 会 員や地域に密着した活動を活発に推進

する。

③ 健 全で活発な事業を推進するため、組織の拡充と会費の自動振番を拡大することに努め 財 政基盤を4rf立する。

④ 福利厚生制度を推進し、企業および経営者の保全に努めることにより 会 員の増強と財政の確保を図る。

の 事業活動の充実

① 研 修活動は会員の自己啓発を支援するための最重要事業であり、本部研修を柱とし ブ ロック、支部、部会研修を
一層//‐lJ果的に実施する。

② 実 務者講習会については、段階別 「新任者J「基礎コース」「応用コースJと して、実務者等のニーズに添った語習

会に努める。

③ 税 制、税務関係の研修については、法人会の根幹となる事業であることから 「改正税法説明会」の開催強化を図り

工しい税務知識の普及に努める。

④ 合 理的な税制を常に研究して 法 人企業にとって適正有利な税制の確立を図るため、「税制改正要望」をとりまとめ

単位会、県連 全 法連が一体となり 建 設的な提言に努める。

③ 各市民まつりにおいて 「税金クイズJを実施して 税の啓発活動により法人会のPRと 知名度向上に努める。

③ 会員との連携を一層密にするため広報紙等を活用し 広報活動の充実に努める。

② 社会貢献活動を充実させるため租税教育推進協議会と連携し 引き続き 「落語家」による 「和税教室」を展開して

法人会の重要な活動として定着させる。

委 員 会 事 項

1 総 務 関 係

(D 通 常総会

(2)正 副会長会

(抑 常 任理事会及び理事会

14)ブ ロック長会議及び支部長会議

15)顧 問会

0 総 務委員会

竹)租 税教育推進協議会の推進

い)税 理士会等関係団体との協調促進

∞)模 範会員の推薦

dO 功 労者の表彰

dD 意 見交換会

の 賀 詞交歓会

0 会 費自動振替制度の促進

141 地域社会貢献活動

2 税 制 関 係

ll)税 制、税務に関する調査研究

の 国 会及び政府並びに政党に対する税制上の要望

(3)税 務行政に対する要望意見の具申

m)税 制委員会

15)ホ ームページ上においての税情報の提供

0 上 記各項目は、県遵及び全法連の活動にも呼応し

て行う。

し)金 融機関との研修会

3 厚 生 関 係

lI)法 人会の経営大型総合保障制度の推進

の 経 営者退職金制度及OM口人年金制度の推進

伸)が ん保険制度の推進

“)経 営保全プランの推進

0 厚 生委員会
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(6)法 人会成人病健診の促進

(つ 法 人会福利制度推進連絡協議会

●)福 利厚生制度推進親睦ゴルフ大会

(9)「 医療セミナー」

6 広 報 関 係

(D 「 松戸法人会会報」の刊行

0 「 野立看板」の設置及び維持管理

●)税 務、経理 経 営に関する参考資料の配布

101 その他福利厚生に必要な事業               は )広 報委員会

い)各 市民まつり等で松戸法人会をPR

4 研  修  関  係                       (ω  ホ ームベージ等で松戸法人会をPR

(0 新 設法人に対する税務護習会               (の  他 法人会広報委員会との交流及び調査研究

(力 決 算期別法人の税務講習会
7 実 務者研修関係●)税 務、経理の相談

“)新 任吾研修“)法 人会新規加入法人研修会
物)年 末調整実務研修い)法 人会加入 2～ 3年 法人研修会

●)「 基礎コースJ「応用コース」研修(6)「 青法続会」合同研修会

(41 実務者研修委員会l‐)o打 axの利用促進

C)研 修委員会

的)地 域別研修会

19 会 員研修旅行

C)そ の他の研修事業

5 組 織 関 係

は)会 員増強運動の推進

の 法 人会活動の啓家普及

ф)本 部、支部組織の強化及び支部の統合

(4)支 部役員会及びプロック総代会の推進

0 地 区総代の増員 (10社に 1地区総代基準)

ω 組 織委員会

仔)会 員増強推進特別委員会

い)青 年 女 性部会員の育成
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平成20年度行事実施計画 (案)印 成20年4月1日～平成独年3月el El)
上 期 下 期 回

数
等

備 考第 第  2 第 第 4

4 5 6 7 8 9 10 1 1 1 2 3

本

部

関

係

議

等

通 常 総 △
ム O 1 5月22国内  日 本閣 南 相店

理 事 ム
〓 O O ○ 3

常 任 理 事 会 O O 2

正 目J 会 長 会 O O O O O O 6 佃数月の第 2月 曜

総 務 委 員 会 ○ O O O 4

税 制 委 員 会 O ○ O O 4 10月 2日 税制改正要望大会に参加

厚 生 委 員 会 O O ○ O 4

研 修 委 員 会 O ○ ○ O 4 但し6月に於いて小研修委員会を実施予定

組 織 委 員 会 O ○ ○ ○ 4

広 報 委 員 会 O O O 〇 〇 ○ 6

実 務 者 研 l F t 委員 会 〇 〇 2

福利厚生制度推進連絡協議会 O 1

税理士会等関係団体との連lg協議会 O ○ O O ○ 5

約 税 表 彰 式 O 1

識
習
会
　
説
明
会
等

新設法人の税務識習会 〇 ○ O 〇 O O 6 奇数月開催

決算期別法人の税務講習会 〇 〇 O ○ 〇 O 〇 〇 〇 O 〇 ◎ 13

実 務 者 対 象 識 習 会 ○ O O ◎ ◎ 〇 ◎ ○ 〇 12 初任者謎習会 年 末調整議習会

記 念 講 演 会 O O 2

新規加入法人税務識習会 O 1

改 正 税 法 説 明 会 10 各地区ごと5会 場で開催

年 末 調 整 等 説 明 会 〇 1

会 員 増 強 研 l F k 会 O 5 各地区ごと5会 場で開催

役 員 見 学 研 修 会 O 1 国税局管内県連主控

そ の 他 の 話 演 会 通 時

相談所 税 務  経 理 相 該 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 税の相談日毎月2回 開設

広
報

法 人 会 会 報 O O 〇 O 〇 ○ 6 第195号～第200号

野 立 看 板 等 設 置 随 時

会 員 増 強 統 一 月 間 運 動 O O O O 4ヵ 月 9 10 11 12月 会員増強統一月間

支

部

関

係

会
議
等

総 〈
一 O 9 各ブロックどと開催 〈支部別途計画)

役 員 O 〇 〇 ○ 各支部 3回 以上開催 〈支部別途計画)

会員増強推進特別委員会 O O O 各支部 1回 開催   (支 部別途計画)

習

等

議
会

地 区 , 」税 務 懇 談 会 O 各支部 1回 開催   (支 部別途計画)

「税 を考える週間J行 事 O 9 各ブロック1回開催 (ブロック別途計画)

旨
年
部
会
関
係

会議等
定 例 絡 ム

医 O 1 4月2 4日内 新川

員
A

役 O O O O 4

護
習
会
等

記 念 誘 演 会 ○ 1

例 Ａ
〓

○ O ○ 3 税務講習会開催 1月 新年会

見 学 会  サ ー クル活 動 O 1 研修旅行

会 員 増 強 統 一 月 間 運 動 O 〇 O O 4ヵ 月

女
性
部
会
関
係

会議等
定 例 総 O 1 5月16日0 日 本閣 南 柏店

役 員 O 〇 O O 4

証
習
会
等

女 性 教 養 講 座 O 1 全法連主催行事に参加

「税 を考える週間J行 事 O 1 租税教室開催 「税を考える週間J PR

見 学会 サ ー クル活動 〇 〇 O O 4 研修旅行 工 場見学 他 法人会との交流

会 員 増 強 統 一 月 間 運 動 ○ O O O 4ヵ 月
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第 4号 議案

平成20年度収支予算書総括表 (案)
(平成20年 4月 1日 ～平成21年 3月 31日)

(単位 :円 )

科 目 予 算  額 前年度予算額 増 減
一 般 会 計 揺箭塞華 備 考

I 事 業活動収支の部

1 事 業活動収入

(1)基 本財産運用収入

基本財産利息収入 128450 4000 124450 128450 基本財産としての定期預金の受取利息収入

(2)特 定資産運用収入

特定資産利息収入 71050 13000 58050 71050 特定資産としての定朗預金0受取利息収入

(3)会 費収入

一般会費収入 36000000 37000000 △ l ooo ooo 36 00o ooll

青年 女 性部会会賞収入 1536000 147600o 60000 1 536 ooo 青年 女 性部会費収入

特別会費収入 260000o 2800000 △ 2oo ooo 2600000 青年 女性部会特別徴収費収入

計 40136000 41 276 ooo △ 1 140000 40136000

(4)事 業収入

識習 研 修会費収入 3500000 3000000 500000 3500000 績炎台番謹命修警曇ら翌喬鷺績寮
支部事業収入 150000 150000 0 150000 支部研修会等の受講料収入

成人病健診受託収入 170111100 1800000 △ loo ooo 1700000 成人病健診の事務受託収入

事務委託収入 240000 240000 0 24000o
松,歴 長甲宮法人会 は 彩含革
務委託収入

計 5590000 5 190000 400,000 3650000 1940000

(5)補 助金収入

全法連補助金収入 4494,600 4483500 11 100 4494600 全法連からの補助金収入

県連補助金収入 1080000 1080000 0 1080000 県連からの補助金収入

計 5574600 5563500 11 100 5574600

(6)推 進費収入

全法連推進費収入 10071200 10150600 △ 79400 10071200 搭ぞ霊番唇羅遣騒最資連
から支

表彰費収入 100000 100000 0 100000 全法連から支結を受ける表彰費収入

計 10171200 10250600 △ 79400 0 10171200

(7)雑 収入

受取利息 70000 20000 50000 70000
韻4酒 偏只

晋週 定 郷預♀
の受

雑収入 1000000 1000000 0 10001000 0 総会祝金等の前掲以外の雑収入

計 1070000 1020000 50000 1070000 0

【事業活動収入計】 62741300 63317100 △ 575300 50630100 1211129o

2 事 業活動支出 収入抜分比率
一般会討81%

収益事業特別会計19%(1)事業費

識習、研修会費 6300000 5000000 1300000 6300000
塞豊る鶴念導寓

鋼交紙会 研 修

講演会 指 導費 2000000 2500000 △ 5oo ooo 2000000 房轟新譜輝今ち課紀塗磐
理相

社会貢献活動費 1000000 1000000 0 1000000 社会貢献活動の費用

会場費 100000 100000 0 81000 19000 各種識習会等の会場使用料
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科 日 予 算  額 前年度予算額 増   減
一 般 会 計 収 益 事 業

特 別 会 計 備 考

広報費 1500000 2000000 △ 500000 1215000 285000
PRパンフレット 野 立看板設置
費 維 持費等の法人会PR費

テキスト等仕入費 800000 800000 0 648000 152000
講習会等のテキス ト仕入費
「税のしるべJ等 贈入費

会報発行費 5500000 6000000 △ 500000 5500000
会報発行のための印品1費、袋詰14
発送料等

会員増強推進資 700000 700000 0 700000
地区総代活動備品費 会 員増強
lt進費用

組織強化費 900000 900000 0 729000 171000
会員増強研修会 打 合せ費用
会員証等 組 織強化関係費用

支部活動費 8000000 8000000 0 6480000 1520000
支部に対する運営賞 交 付金等
の事業活動補助金含

青年 女 性部会活動費 7500000 8500000 △ l ooo ooo 6075000 1425000
青年 女 性部会に対する運営費
交付金等の事業活動補pt金含

実務者研修部会活動資 0 400000 △ 400000 0 0
実務者研修部会に対する運営費
補助金含

ブロック事業活動貸 900000 900000 0 729000 171000 ブロックに対する運営黄補助金含

県連会費 650800 658120 △ 7320 6511800 県連会費負f3金

調査研究費 1000000 10001100 0 810000 190000
全法連 県連セミナー 他の法人会
活動研究セミナー等への参カロ費用

負担金 120000 150000 △ 30000 120000
友誼El体等との共尼事業費 懇
議会等の負担金

渉外費 50000 50000 0 40500 9500
友誼団体寺との汐外活動に要す
る費用

慶弔費 400000 Ａ
Ｖ 0 324000 76000

視金 看 典等の痩弔費用 (事務
局役職員以外の者)

表彰費 1000000 1000000 0 1000000
総会 納 税表彰記念品代等の各
種表彰費用

委託資支出 600000 600000 0 486000 114000 NS的 に対する会費引藩委託手数料

計 39020000 40658120 △ 1637320 34888300 4132500

(2)会 議費

総会費 1000000 1300000 △ 300000 8100011 190000
第34回通付総会に必要な会場費
残車料 懇 親会等の費用

役員会費 400000 500000 △ loo ooo 324000 76000
正「

Hl会
長会 常 任理事会 理 事

会 支 部長会議費等

委員会 部 会費 300000 300000 0 243000 57000 委員会、部会役員会議費等

計 1700000 2100000 △ 400000 1377000 3230011

(3)管理費

給料手当 16000000 16000000 0 12960000 3940000 事務局職員給与 賞 与

法定福利費 2500000 2500000 0 2025000 475000
社会保険料 労 働保険料の事業
主負担須

福利厚生費 100000 200000 △ loo ooo 81000 19000
職員のレクリエーション等の厚
生費用 慶 弔等費用

旅費交通費 500000 700000 △ 200000 405000 95000
旅賞規程に基づき支給する旅費
交通費 職 員の交通費

通信運撤貴 1400000 1500000 △ 10o Oo0 1 134000 266000 電話料金 郵便料金 資料送付費等

↑器備品費 650000 100000 550000 526500 123500
有形固定資産に討上されない小
額付器のHJt入費

リース料 400000 450000 △ 50000 324000 76000 ■器脩品のリース料

消耗品費 200000 △ loo ooo 162000 38000 事務用品等日常的な消耗品の購入費

修繕貢 300000 300000 0 243000 57000
法人会錦 設 備等の有形固定資
産の修結資 (資本的支出を除く)

印刷製本費 1500000 1500000 0 1215000 285000
東内状 バ ンフレット 資 料
封筒年の印刷賞

1/料費 100000 200000 △ loo ooo 81000 19000 車両等のガソリン代

光熱水道資 500000 500000 0 405000 980110 電気 ガス 水道料金 冷曖房費

地代 1020000 1020000 0 826200 193800 松戸法人会鮨借地料

- 2 2 -



科 目 予 算  篠 前年度予算額 増 減
一

般 会 計 爆前雲欝 備 考

会館維持管理費 700000 700000 0 567000 133000 松戸法大会鯖警備保障費 清掃料等

保険料 200000 200000 0 162000 38000 松戸法人会館火災保険料等

租税公課 500000 500000 0 405000 95000
収入印紙 出 定資産税 自 動車
税等の約付顔

支払手数料 100000 100000 0 81000 19000
振込手数料 司 法普士への支払
手数料等

新聞図書費 50000 50000 0 40500 9500
新聞 参 考書 そ の他書籍の1幡
人費用

計 26720000 26820000 △ 100000 21643200 5076800

(4)法 人税等引当支出

法人税等引当支出 0 0 0 0

【事業活動支出討〕 67440000 69578120 △ 2 137320 57908500 9532300

【事業活動収支差額】 △ 4699500 △ 6261020 1561520 Z17278400 2578900

I 投 資活動収支の部

1 投 資活動収入

(1)特 定資産取崩収入 0 0 0 0

【投資活動収入計〕 0 0 0 0

2 投 資活動支出

(1)特 定資産取得支出

周年行事引当資を取得支出 1000000 1000000 0 1000000 周年行事引当特定資産として憶立てる

減価償却引当資を取得支出 1000000 1000000 0 1000000 減価償却引当特定貰産として積立てる

退職綸付引当資産取得文出 1000000 1000000 0 1000000 退職給与1半特定資産として積立てる

事業所建設引当資産取得文出 0 1000000 △ 1000000 0 事業所建設引当特定資産として積立てる

支部活動引当資産取得支山 0 2200000 △ 2200000 0 支部活動引当特定資産として積立てる

(2)固 定資産取得支出

■器備品販入支山 0 0 0 0
■器備品 (30万円以上)の 取得
に要する費用

【投資活動支山計】 3000000 6200000 △ 3200000 3000000

〔投資活動収支差額】 △ 3000000 △ 6200000 3200000 △ 3000000

I 予 備費支出

予備費支出 1000000 1000000 0 1000000

当期収支差額 △ 8699500 △ 13461020 4761520 △ 11278400 2578900

前期繰越収支差額 25563080 30053836 △ 4490756 25563080 0

次期線越収支差額 16863580 16592816 270764 14284680 2578900
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